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１．目的  

 一定量の空気をコンクリートに導入させる場合,セメントの種類や練上がり温度の変動により,AE剤の起泡

性能が変化することが知られている．他にも，骨材に含まれる凝集剤等の要因が AE剤の起泡性能に影響を与

える可能性がある．本研究の目的は，アルカリ溶液を用いた起泡高さで AE剤の起泡性能を確認することを試

み，主成分が異なる AE剤の起泡性能の特長を示すことである． 

２．試験概要  

 起泡性については既往研究論文等から 1)2),図-1に示す試験フローを作成し，AE剤の起泡性を確認した． 

本研究では，コンクリート中の AE剤の起泡性を可能な範囲で再現するため，普通ポルトランドセメントを

用いてW/C=50%のペーストを練り，練混ぜ水を吸引ろ過したものをアルカリ溶液として試験した． 

試験要因は A）アルカリ溶液の種類と B）AE剤の種類とし，試験要因の組み合わせを表-1に示す．ここで，

a2：凝集剤が含まれる水は，凝集剤が含まれる砂に水道水を入れ攪拌し，静置後の上水を採取した水である． 

各材料の計量値を表-2に示す．本試験に用いた AE剤使用量は，W/C＝50% 空気量 5±1.5%の AEコンクリ

ート配合から決定している．また，AE剤は計量誤差を少なくするため，水道水にて 1000倍に希釈したものを

用いた． 

 各材料は広口瓶に計り入れ，小型の撹拌機を用いてコンクリートの練混ぜ時間と同じ 90 秒間攪拌した．そ

の後，できた泡が空気の流れや乾燥により破泡することを防ぐため，素早く広口瓶に蓋を施し，経時による変

化を観察した．観察は特定間隔で最大 70分まで，目視による起泡状態の確認と起泡の高さを計測した． 
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表-1 試験要因の組み合わせ 表-2 試験計量値 

工程 1 
W/C=50% 
ペースト 

工程 2 
ペーストからアルカ

リ溶液の抽出 

(練混ぜ水の抽出) 

 
吸引ろ過器  真空ポンプ 

工程 3 

W/C=50%    AE コンクリ

ート配合から AE 剤使用

量を確認し，練混ぜ水

W と AE 剤使用量の質

量比を算出する． 

（例） 

W：AE 剤  = 0.93 : 0.07 

工程 4 
練混ぜ水 W を

抽出した溶液に

置き換え，AE 剤

と共に蓋がある

広口瓶に計り入

れる． 

工程 5  

小型撹拌機を用

いて，コンクリート

の練り混ぜ時間と

同時間練混ぜる

(90秒）. 

工程 6 
経時 

変化 

観察 

図-1 AE 剤の起泡性確認試験フロー 

A)アルカリ 

溶液の種類 

B)AE剤の種類 

A) アルカリ溶液の種類 B) AE剤の種類
b1：アルキルエーテル型陰イオン界面活性剤
b2：樹脂酸塩系陰イオン界面活性剤
b1：アルキルエーテル型陰イオン界面活性剤
b2：樹脂酸塩系陰イオン界面活性剤

a1：水道水

a2：凝集剤が含まれる水

a1 or a2 W/C50%ｱﾙｶﾘ溶液 32.55ｇ

合計 35g

b1 or b2 AE剤
C×0.0035%

(1000倍希釈）
2.45ｇ
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３．試験結果  

 攪拌後の泡の経時写真の一例を写真-1 に示す．泡の細かさは，1 分経過と 70 分経過では明確に異なり，時

間の経過とともに荒くなっているのが見て取れる．この一例では，15 分経過後から荒い泡が際立つ傾向が示

された．また，時間の経過とともに起泡した泡の高さが減少することも見て取れる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 にアルカリ溶液が a1：水道水を用いた場合,図-3 にアルカリ溶液 a2:凝集剤が含まれる水を用いた場合

の泡の高さの経時変化と 1分経過の起泡高さを基準とした減少率を示す． 

水道水を用いた場合では，b1：アルキルエーテル型陰イオン界面活性剤は b2：樹脂酸塩系界面活性剤より

起泡高さは高いが，経時による減少率も大きい傾向が得られた．a2：凝集剤が含まれる水を用いた場合，b1：
アルキルエーテル型陰イオン界面活性剤の経時による減少率が 15分の間で急激に増加する傾向が得られた． 

図-2と図-3の比較から，凝集剤が AE剤におよぼす影響が伺え，b2：樹脂酸塩系界面活性剤は両図に差は見

られず，凝集剤の影響を受けにくい傾向が示された．一方，b1：アルキルエーテル型陰イオン界面活性剤は起

泡の高さや減少率が両図で大きな差を示しており，凝集剤の影響を受ける可能性が示された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．本試験範囲でのまとめ  

  ペーストより抽出したアルカリ溶液と AE 剤を混合攪拌することで，AE 剤の起泡性能の特徴を示すことが

でき，主成分が異なる AE剤の特徴も示せる可能性があると考える．今後は，他の要因等に対して本試験方法

による起泡状況の確認を試みる． 
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写真-1  攪拌後の起泡状況の一例 

図-2  アルカリ溶液  a1:水道水での起泡性 図-3  アルカリ溶液  a2:凝集剤が含まれる水での起泡性 
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